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見
町
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財
調
査
委
員
会
議
長

飯
塚
　
恒
夫

只見学

と
っ
て
お
き
の
話

279

　

山
内
秋
生
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に

か
け
て
童
話
や
評
論
な
ど
児
童
文
学

の
分
野
で
活
躍
し
た
郷
土
の
文
学
者

で
す
。
秋
生
は
、
明
治
二
十
三
年
、

只
見
町
大
字
二
軒
在
家
の
山
内
啓
吉
・

ナ
ミ
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
名
は

千
代
吉
、
後
に
秋
生
と
改
名
し
ま
す
。

同
二
十
九
年
、
六
歳
で
小
林
小
学
校

へ
入
学
、
同
三
十
七
年
に
卒
業
し
ま

す
。
こ
の
年
二
月
、
日
露
戦
争
が
起

こ
り
、
長
兄
と
次
兄
の
二
人
が
出
征

し
た
た
め
、
中
学
に
進
む
途
が
閉
ざ

さ
れ
た
彼
は
、
当
時
の
雑
誌
『
少
年

世
界
』
の
読
者
の
縁
と
い
う
だ
け
で

巌
谷
小
波
に
直
接
入
門
を
乞
う
手
紙

を
出
し
た
と
こ
ろ
、
許
容
の
返
事
を

も
ら
っ
た
の
で
す
。

　

彼
は
翌
三
十
八
年
二
月
上
京
し
、

巌
谷
小
波
の
書
生
と
し
て
住
み
込
み
、

四
月
改
玉
舎
中
学
校
第
二
学
年
に
編

入
し
学
業
に
励
み
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
学
校
は
海
軍
軍
人
の
養
成
を
目

的
と
し
た
学
校
で
、
軍
人
に
な
る
こ

と
が
入
学
の
条
件
で
し
た
。
同
三
十

九
年
、
次
兄
が
戦
地
か
ら
結
核
で
帰

還
し
療
養
中
に
没
し
、
同
四
十
年
に

は
父
が
結
核
を
発
病
、
そ
の
見
舞
い

に
帰
省
し
た
彼
も
感
染
し
た
の
か
、

九
月
上
京
す
る
と
間
も
な
く
喀
血
し
、

止
む
な
く
治
療
の
た
め
卒
業
を
目
前

に
退
学
し
て
帰
郷
し
ま
す
。
間
も
な

く
今
度
は
父
が
亡
く
な
り
、
不
幸
が

続
く
中
、
し
ば
ら
く
は
郷
里
で
療
養

生
活
を
送
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
時
、
彼
の
生
涯
を
決
す
る

文
学
へ
の
思
い
を
固
く
し
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
秋

生
へ
の
改
名
は
、
こ
の
時
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　

彼
は
、
翌
四
十
一
年
十
月
再
度
上

京
し
、
本
格
的
に
執
筆
活
動
を
始
め
、

小
波
の
も
と
で
田
山
花
袋
に
も
師
事

し
、
小
説
「
瞬
間
」「
少
年
の
夜
」
な

ど
を
発
表
、
雑
誌
の
編
集
に
も
携
わ

り
、
広
く
文
人
と
の
親
交
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

明
治
四
十
三
年
五
月
、
徴
兵
検
査

の
た
め
帰
郷
、
健
康
は
回
復
し
甲
種

合
格
。
と
こ
ろ
が
兄
の
発
病
に
よ
っ

て
、
心
な
ら
ず
も
郷
里
に
止
ど
ま
り
、

一
時
金
山
町
の
「
鷹
巣
義
塾
」
で
教

を
と
る
な
ど
一
年
半
ほ
ど
過
ご
し
、

翌
四
十
四
年
十
月
上
京
し
ま
す
。

　

そ
し
て
翌
四
十
五
年
、
彼
は
「
少

年
世
界
」
に
童
話
の
処
女
作
「
赤
い

花
の
咲
く
池
」
を
発
表
し
て
注
目
さ

れ
、
こ
れ
が
児
童
文
学
に
進
む
契
機

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
年
、
か
ね
て

親
交
の
あ
っ
た
竹
貫
佳
水
・
芦
谷

村
・
鹿
島
鳴
秋
ら
と
、
日
本
初
の
児

童
文
学
団
体
で
あ
る
「
少
年
文
学
研

究
会
」を
設
立
し
ま
す
。
会
の
目
的
は
、

お
と
ぎ
話
を
超
え
た
新
時
代
の
少
年

文
学
の
研
究
、
創
作
活
動
を
目
指
す

い
ま
残
し
て
お
き
た
い
只
見
と
っ
て
お
き
の
話 

⑥（
最
終
回
）

―
郷
土
の
児
童
文
学
者
　
山
内
秋
生―

▲郷土の文学者・山内秋生氏

▲山内秋生記念碑

と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
し
た
。
そ

の
実
践
的
な
同
人
作
品
集
「
お
伽
の

森
」「
お
伽
舟
」
な
ど
を
刊
行
し
、
児

童
文
学
に
新
し
い
方
向
を
見
出
し
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
「
少
年
文
学
研
究
会
」
の
創
設
と
と

も
に
、
秋
生
は
「
少
年
世
界
」「
少
女

世
界
」
な
ど
の
児
童
雑
誌
や
日
刊
新

聞
、
婦
人
雑
誌
に
も
発
表
の
場
を
広

げ
、
毎
年
四
〇
篇
前
後
の
作
品
を
書

い
て
い
ま
す
。
作
品
集
『
父
の
ふ
る

さ
と
』
の
「
は
し
が
き
」
に
「
美
を

求
め
る
心
」
が
童
話
を
書
く
心
構
え

で
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
が
、
秋
生

の
作
品
の
人
気
は
、
な
め
ら
か
な
美

し
い
文
章
に
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
生
は
、
童
話
で
は
『
蛍
の
お
宮
』

『
と
ん
ぼ
の
誕
生
』『
春
の
野
の
夢
』

な
ど
、
少
年
少
女
小
説
集
で
は
『
月

夜
の
嘆
き
』『
大
空
高
く
』
な
ど
、
空

想
科
学
小
説
で
は
『
海
底
探
検
』、
再

話
物
で
は
『
イ
ソ
ッ
プ
も
の
が
た
り
』

『
一
休
と
曽
呂
利
』
な
ど
多
く
の
作
品

を
書
き
ま
し
た
。
ま
た
大
正
十
一
年

に
芦
谷

村
の
日
本
童
話
協
会
の
創

立
に
関
与
、
さ
ら
に
大
正
十
五
年
に

は
、
小
川
未
明
・
浜
田
廣
介
ら
と
童

話
作
家
協
会
を
発
足
さ
せ
、
研
究
、

評
論
に
も
独
自
の
見
解
を
持
ち
、
日

本
童
話
選
集
に
執
筆
し
た
「
明
治
大

正
の
童
話
界
」
は
、
近
代
日
本
児
童

文
学
史
の
原
典
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
後
は
、
昭
和
二
十
一
年
に
日
本

児
童
文
学
者
協
会
に
所
属
し
、
児
童

文
学
の
重
要
性
と
文
学
的
価
値
の
向

上
の
た
め
に
、
作
品
批
評
や
指
導
に

務
め
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
八

年
、
西
条
八
十
ら
と
日
本
児
童
文
芸

協
会
か
ら
第
五
回
児
童
文
化
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

只
見
町
で
も
昭
和
四
十
年
、
有
志

に
よ
る
山
内
秋
生
文
学
顕
彰
会
が
組

織
さ
れ
、
大
倉
平
林
公
園
に
文
学
碑

が
建
て
ら
れ
、
次
の
句
が
刻
ま
れ
ま

し
た
。

　
「
故
郷
よ　

山
川
よ

　
　
　
　

つ
ば
め
来
る
こ
ろ
よ
」

　

秋
生
は
こ
の
除
幕
式
に
参
列
し
、

祝
宴
の
あ
と
生
家
に
く
つ
ろ
ぎ
、
ま

だ
感
激
の
醒
め
や
ら
ぬ
そ
の
夜
突
然

の
病
魔
に
襲
わ
れ
帰
ら
ぬ
客
と
な
っ

た
の
で
す
。

　

秋
生
は
つ
ば
め
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

故
郷
へ
の
思
い
と
重
ね
て
「
つ
ば
め

来
る
こ
ろ
よ
」
と
今
で
も
呼
び
か
け

て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

あ
き
お


